
平成１４年  9 ／ 11 NO.1607

守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◆主な記事◆
◎「杉並区サイクルアクションプログラ
ム」を策定しました ………………１面
◎国民健康保険制度などの改正 ……２面
●特集号「杉並区まちづくり基本計画」
は中面にあります

●英語版広報「Hello! SUGINAMI」を
８面に掲載。

　

自
転
車
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
手
軽
で
便
利

な
道
具
で
す
が
、
加
害
者
と
し
て
の
自
転
車
、
被
害
者

と
し
て
の
自
転
車
と
い
う
両
面
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
区
民
、
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
協
働
し
て
、

総
合
的
、
継
続
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

�
放
置
自
転
車
の
削
減

　
　

年
度
末
ま
で
に　

％
減
（　

年
度
九
〇
二
三
台
）

１７

５０

１３

�
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
率
の
向
上

　
　

年
度
末
ま
で
に　

％
に
（　

年
度　

・
２
％
）

１７

８０

１３

６２

�
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
率
の
向
上

　
　

年
度
末
ま
で
に　

％
に
（　

年
度　

・
２
％
）

１７

９５

１３

７１

�
自
転
車
集
積
所
の
収
容
台
数
の
拡
充

　
　

年
度
末
ま
で
に　

％
増
（　

年
度
九
七
四
〇
台
）

１６

４０

１３

�
「
歩
く
」
こ
と
の
推
進

　

歩
く
こ
と
で
用
事
が
済
ま

せ
ら
れ
る
場
合
は
、
過
度
な

自
転
車
利
用
を
控
え
、
ゆ
と

り
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

歩
く
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

�
自
転
車
走
行
環
境
の

整
備

　

歩
行
者
が
最
優
先
で
安
全

が
保
障
さ
れ
、
自
転
車
、
自

動
車
が
安
全
・
快
適
に
移
動

で
き
る
よ
う
自
転
車
走
行
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

�
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

　

駅
周
辺
で
の
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
・
拡
充
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

�
商
店
街
に
お
け
る
自

転
車
駐
車
場
の
設
置

　

空
き
店
舗
の
利
用
な
ど
に

よ
り
、
買
物
客
用
の
自
転
車

駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

�
放
置
自
転
車
防
止
強

化
区
域
の
指
定

　

放
置
自
転
車
が
原
因
で
非

常
に
危
険
な
状
態
に
な
っ
て

い
る
場
所
な
ど
を
放
置
防
止

強
化
区
域
に
指
定
し
、
撤
去

活
動
の
強
化
、
放
置
防
止
指

導
員
を
配
置
し
ま
す
。

�
撤
去
自
転
車
保
管
期

間
の
短
縮

　

撤
去
自
転
車
保
管
期
間
を

短
縮
し
、
自
転
車
集
積
所
の

効
率
的
な
運
用
を
し
ま
す
。

�
自
転
車
集
積
所
の
増
設

　

放
置
自
転
車
の
撤
去
活
動

を
強
化
す
る
た
め
、
自
転
車

集
積
所
を
増
設
し
ま
す
。

�
繰
返
し
自
転
車
放
置

者
へ
の
警
告
な
ど

　

一
定
期
間
内
に
一
定
の
回

数
以
上
自
転
車
を
放
置
し
、

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
利
用
者

に
警
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

	
自
転
車
事
故
体
験
事
例

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

　

放
置
自
転
車
に
よ
り
被
害

に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
住
民

の
体
験
事
例
を
載
せ
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布

し
ま
す
。



自
転
車
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
組
織
の
設
置

　

区
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

駅
周
辺
ご
と
に
自
転
車
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
組
織
を
設
置

し
、
放
置
自
転
車
パ
ト
ロ
ー

ル
、
自
転
車
利
用
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
指
導
な
ど
を
行
い

ま
す
。

基
本
的
な考

え
方

計
画
の
数
値
目
標

目

標

�
歩
く
こ
と
や
正
し
い
自
転
車
利
用
の
促
進

�
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
た
め
の
道
路
環
境
づ
く
り

�
利
用
し
や
す
い
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

�
放
置
自
転
車
の
な
い
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

�
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上

�
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

主
な
計
画
内
容

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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をを
め
ざ
し
て

め
ざ
し
て 

　

自
転
車
は
、「
地
球
に
や
さ
し

い
乗
り
物
」
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
放

置
自
転
車
で
あ
ふ
れ
た
駅
周
辺

の
状
況
、
自
転
車
に
よ
る
交
通

事
故
の
増
加
な
ど
問
題
が
多
い

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、　

年
９
月
か
ら
区
民

１３

二
〇
名
で
構
成
さ
れ
た
懇
談
会

で
審
議
を
行
い
、　

年
３
月
に

１４

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
基
本
に
、
こ
の

た
び
「
杉
並
区
サ
イ
ク
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
自
転
車

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ー
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
区
政
資
料

室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策

課
自
転
車
対
策
係
へ
。



●NO.1607 ２平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

１０月１日１０月１日
国民健康保険制度・国民健康保険制度・
老人保健制度改正老人保健制度改正

�表１・７０歳未満の方の自己負担限度額�
１０月１日から９月３０日まで

７万２３００円（医療費総額が３６
万１５００円を超えた場合、その
超えた分の１％を加算）

６万３６００円（医療費総額が３１万
８０００円を超えた場合、その超え
た分の１％を加算）

一　　　般

１３万９８００円（医療費総額が６９
万９０００円を超えた場合、その
超えた分の１％を加算）

１２万１８００円（医療費総額が６０万
９０００円を超えた場合、その超え
た分の１％を加算）

上位所得者

３万５４００円特別区民税非課
税世帯など

�表２・７０歳以上の方の自己負担限度額�
世帯単位入院外来（個人）

７万２３００円 ＋１％
（４万２００円）

７万２３００円 ＋１％
（４万２００円）４万２００円一定以上所得者

４万 ２００円４万 ２００円１万２０００円一　　　　　般
２万４６００円２万４６００円

８０００円
低所得Ⅱ特別区民税非

課税世帯など １万５０００円１万５０００円低所得Ⅰ
※「＋１％」＝医療費総額が３６万１５００円を超えた場合、超過額の１％を追加負担。
※（　）内は、年４回以上該当した場合の４回目以降の額。

　７０歳以上から７５歳以上に５年間で段階的に引き上げられます（寝たき
りなど障害のある方は、現行どおり６５歳以上）。
　また、退職者医療制度の対象年齢も、７０歳未満から７５歳未満に５年間
で段階的に引き上げられます。
ê現在、�証をお持ちの方・昭和７年９月３０日以前に生まれた方

　新しい老人保健法医療受給者証を、９月２５日ごろお送りします。１０月
１日からは新しい医療受給者証をお使いください（現在の医療受給者証
は使えなくなります）。
ê昭和７年１０月１日以降に生まれた方

　７５歳になるまで引き続き現在加入している国民健康保険で医療を受
け、７５歳から老人保健で医療を受けることになります。
　７０歳になった月の翌月（１日生まれの方はその月）に、「国民健康保
険高齢受給者証」をお送りします。医療機関受診の際は、国民健康保険
証と国民健康保険高齢受給者証の両方を必ずご提示ください。

○老
 

老人医療受給者の対象年齢が変わります

�３歳未満の乳幼児…２割負担
　６歳に達した日以後の最初の３月３１日までは、乳幼児医療費助成制度

があります。

�３歳以上７０歳未満…３割負担
　退職者医療制度対象者…本人２割、扶養家族の入院２割。

�７０歳以上…１割負担
　一定以上所得者は２割負担。外来の月額上限制および診療所の定額負

担選択制は廃止されます。

　新しい制度では、同じ世帯にいる７０歳以上の方の所得を確認し、負担
割合を決定します。確定申告や住民税の申告をしていない方は、所得の

判定ができないため、必ず申告してください。

※昭和７年１０月１日以降生まれの方の薬剤一部負担金は廃止されます。

病院の窓口で支払う医療費が 
年齢によって変わります

�表３・入院時食事代（日額）�
自己負担額区　　　分

７８０円
一定以上所得者
一　　　　　般

６５０円過去１年間の入院期
間が９０日以下（短期）

低
所
得 
¿ ５００円過去１年間の入院期
間が９０日超(長期）

３００円低所得ø

��������	
����������	
��

　同じ月内に、病院や診療所で支払った医療費が限度額を超えたとき、
申請により、超えた分の払い戻しが受けられます。　
　７０歳未満の方の限度額は、特別区民税非課税世帯については据え置か
れ、一般世帯・上位所得者については表１のとおりです。
　また、昭和７年１０月１日以降生まれで７０歳以上の方にも、新たに自己
負担限度額が設定されます。（表２）
◇適用内容
　７０歳以上の方の外来分の自己負担限度額を個人単位で適用します。さ
らに、７０歳以上の方全員の入院・外来を合算した、世帯での自己負担限度
額を適用します。（表２）
　７０歳未満の方も高額療養費に該当している場合、高齢受給者証対象者
と７０歳未満の方の一定の基準額を超えた医療費を合算して、表１の自己負
担限度額を適用します。なお、７０歳以上の方の入院は、自己負担限度額
を超えるお支払いはありません。
　高額療養費に該当する方には、診療を受けた月の約３カ月後に申請書
をお送りします。
◇減額認定証の交付
　７０歳以上で低所得ø・¿に該当する方には、申請により「限度額適用・
標準負担額減額認定証」を交付します。
　入院する際に、認定証で医療を受けることにより、一部負担金の上限
が、表２のとおりになります。また、この認定証の申請をすることによ
り、入院時の食事代も減額されます。（表３）
　ただし、昭和７年９月３０日以前生まれで、「入院時一部負担金限度額適
用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方は、新しい適用区分の低所得ø・
¿のいずれかに引き続き該当します。どちらに該当するか判定を行い、

新�証と同じ時期に新しい減額認定証をお送りします。○老
 

高額療養費の
自己負担限度額が変わります

お医者さんにかかったときの

�昭和７年９月３０日以前生まれの方
　高齢者在宅サービス課高齢者医療係
�昭和７年１０月１日以降生まれの方
・資格関係…国民健康保険課資格賦課係
・高額療養費など…国民健康保険課給付係
・乳幼児医療費など…児童課児童福祉係

【
問　

合　

せ
】

一定以上所得者…課税所得が１２４万円以
上（年収が夫婦２人世帯＝６３７万円未満、
単身者＝４５０万円未満の場合は、届出によ
り１割負担になります）。
低所得�…国民健康保険加入世帯員が、
特別区民税非課税世帯の方（�証をお持
ちの方の世帯は、世帯員全員非課税）。
低所得�…低所得¿のうち、世帯員それ
ぞれの所得が一定基準額以下の世帯の
方。

○老
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
杉
並
公
会
堂
フ
ァ
イ
ナ

ル
記
念
演
奏
会
・
区
制
施

行
七
〇
周
年
記
念 

杉
並
区
民
が
歌
う
歓
び
の
歌

「
第
九
交
響
曲
」
演
奏
会

　
　

年
３
月
で
改
築
工
事
の

１５
た
め
閉
館
す
る
公
会
堂
に
、

「
歓
び
の
歌
」が
響
き
ま
す
。

　

�　

月
８
日
�
午
後
３
時

１２

　

分
開
演
（
３
時
開
場
）
�

３０杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
出
演
＝
指
揮
＝
佐

１５
藤
功
太
郎
／
管
弦
楽
＝
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
／
独
唱
＝
佐
藤
ひ
さ
ら

（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
玉
敷
や
よ
い

時

場

内

（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）・
松
永

国
和
（
テ
ノ
ー
ル
）・
池
田
直

樹
（
バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
）
／

合
唱
＝
２
０
０
２
杉
並
区
民

に
よ
る
第
九
交
響
曲
演
奏
会

合
唱
団
▽
曲
目
＝
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
序
曲
、

交
響
曲
第
九
番
合
唱
付
�
一

般
四
〇
〇
〇
円
・
区
民
三
五

〇
〇
円
・
会
員
三
一
五
〇
円

（
全
席
指
定
）
�
４
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

�
　

�　

月　

日
�
午
後
６
時

１１

１５

開
演
（
５
時　

分
開
場
）
�

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
内
容
＝
第
一
部

２２

３２

＝
装
束
付
け
実
演
解
説
、
第

二
部
＝
演
目
解
説
「
船
弁

慶
」、
第
三
部
＝
能
公
演
「
船

弁
慶
」
▽
出
演
＝
シ
テ
＝
野

村
四
郎
、
ワ
キ
＝
宝
生
欣
哉

ほ
か
�
四
〇
〇
〇
円
（
会
員

割
引
な
し
・
全
席
自
由
）
�

費

他

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

能
楽
入
門
講
座

「
船
弁
慶
」

時

場

内

費

問

杉
並
で
能
楽
を
楽
し
む
会
事

務
局
・
宮
崎
�
５
９
３
０
‐

０
３
４
５
�
未
就
学
の
お
子

さ
ん
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

�
池
田
達
也
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
・
ジ
ャ
ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス

シ
リ
ー
ズ　

２ 
vol.

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

in

〜
モ
ヒ
カ
ー
ノ
関
恭
史
ト

リ
オ

　

�　

月　

日
�
午
後
５
時

１１

１６

　

分
開
演
（
５
時
開
場
）
�

３０ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
和

田
３
―　

―　

）
�
出
演
＝

３０

２２

池
田
達
也
（
ベ
ー
ス
）、
関
恭

史
（
ピ
ア
ノ
）、
藤
井
摂
（
ド

ラ
ム
ス
）
�
三
〇
〇
〇
円（
会

員
割
引
有
・
全
席
指
定
）
�

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

チ
・
ボ
ラ
グ
と
内
モ
ン
ゴ

ル
民
族
歌
舞
劇
院
「
野
馬

馬
頭
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

　

民
族
楽
器
「
馬
頭
琴
」
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
、
モ

ン
ゴ
ル
の
美
し
い
音
色
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

�　

月
６
日
�
午
後
７
時

１１

開
演
（
６
時　

分
開
場
）
�

３０
他

時

場

内

費

他

時

場

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
出
演
＝
チ
・
ボ

２２

３２

ラ
グ
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
歌
舞

劇
院
▽
曲
目
＝
「
心
の
詩
」

「
万
馬
の
と
ど
ろ
き
」「
大
草

原
の
野
馬
」
ほ
か
�
一
般
四

〇
〇
〇
円
・
区
民
三
六
〇
〇

円
（
当
日
五
〇
〇
円
増
し
・

全
席
指
定
／
販
売
窓
口
は
�

�
の
み
）

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

発
売
開
始
＝
９
月　

日
�

１３

午
後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
�

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館

２９

内
・
初
日
は
電
話
予
約
の
み
）

�
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区

役
所
内
店
（　

月
１
日
か
ら

１０

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
売
店

「
コ
ミ
ュ
か
る
」）／
い
ず
れ

も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
杉
並
公
会
堂（
月
曜
休
館
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�
各

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
／
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
５
２
３

７
‐
９
９
９
９
�
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５ 内

費
問

�ロ
マ
ン
の
旅
・
魅
惑
の

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１０

１４

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
出
演
＝
三
倉
麻
美

２２

３２

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、増
田
加
寿

子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
ほ
か
▽
曲

目
＝
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
第
一
番

ト
短
調
Ｋ .　

、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

４７８

五
重
奏
曲
イ
長
調
Ｋ .　

ほ
か

５８１

�
五
六
八
名
�
一
五
〇
〇
円

（
全
席
自
由
）
�
・
�
電
話
で
、

美
し
い
日
本
の
歌
の
会
・
池
川

�
３
３
９
１
‐
８
２
５
３
へ

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
９
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ
（
抽
選
）
�
同
セ

２２

３２

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２

１
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

�
９
月　

日
�
午
後
２
時　

２２

３０

分
開
演
（
２
時
開
場
・
区
後
援
）

�
杉
並
第
二
小
学
校
体
育
館

（
成
田
西
３
―
４
―
１
）
�
出

演
＝
杉
並
第
二
小
学
校
吹
奏
楽

部
、
武
蔵
台
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
▽
曲
目
＝
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル
」、「
翼
を
く

だ
さ
い
」ほ
か
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
武
蔵
台
ウ
ィ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
渡
辺
�
０

時
場

内

定

費
申

問

申

問

時
場

内

費

申

問

９
０
‐
３
５
３
８
‐
４
９
７
８

�
�
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
�
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

�
　

�　

月
５
日
�
・
６
日
�
午

１０

前　

時
〜
午
後
３
時
�
リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

◇
出
店
者
募
集

　

�
募
集
区
画
＝
各
日
共
一
四

区
画
�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
業
者
出
店
は
不
可
）
�
一
〇

〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
に
参
加
希
望
日
も
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま

１９

で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸

１６８

東
３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ

ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
休
館
）
�
車
で
の

搬
出
入
・
来
場
は
出
来
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１３

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
２０

日
に
延
期
・
区
後
援
）
�
荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ
キ
、

八
階
屋
上（
上
荻
１
―
９
―
１
）

▽ 
出
店
者
募
集

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方（
業

者
は
不
可
）
�
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
・
往
復
ハ
ガ

他フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ

in

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

時

場

内
対

費

申

問他

時

場

対

費

申

キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店
希
望

場
所
も
書
い
て
、９
月　

日（
必

２４

着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
３
―
４
―　

―
１９

　

）
へ
（
抽
選
）
�
同
事
務
局

２０３�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験

　

野
菜
の
掘
り
と
り
と
、
採
り

た
て
野
菜
で
い
も
煮
の
試
食
会

を
行
い
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
前
９
時
〜

１０

１２

正
午
（
雨
天
中
止
）
�
集
合
場

所
＝
昭
栄
公
園
（
高
井
戸
西
１

―　

―
２
）
�
区
内
在
住
の
方

１２
�
五
〇
名
（
抽
選
）
�
一
人
五

〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
に
家
族
・
グ
ル
ー
プ

の
場
合
は
応
募
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
も
書
い

て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２７

に
都
市
農
業
係
へ
�
同
係

�
語
り
座
ひ
・
ま
・
わ
・
り

朗
読
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

　

�
９
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２６

４
時
（
区
後
援
）
�
�
芸
館

（
荻
窪
３
―　

―　

）
�
小
泉

３９

１４

八
雲
作
「
む
じ
な
」
ほ
か
、
民

話
や
時
代
・
現
代
小
説
の
鑑
賞

と
茶
話
会
�
五
〇
名
�
五
〇
〇

円
�
・
�
電
話
で
、
語
り
座
ひ

ま
わ
り
・
岩
下
�
３
３
３
８
‐

０
６
４
５
、
ま
た
は
松
村
�
３

３
９
９
‐
８
８
２
６
へ
（
先
着

順
）

問

時

場

対

定

費

申

問

時

場
か
ん内

定

費

申

問

��
天
文
の
夕
べ
・
講
演
会

十
五
夜
の
会

　

中
秋
の
名
月
に
ち
な
ん
だ
、

来
年
日
本
が
打
ち
上
げ
を
予
定

し
て
い
る
ル
ナ
Ａ
に
よ
る
探
査

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

�
９
月　

日
�
午
後
６
時　

２１

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

�
科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

�
月
の
内
部
を
探
る
！
ル
ナ
Ａ

計
画
�
宇
宙
科
学
研
究
所
・
水

谷
仁
�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

�
一
四
〇
名
（
先
着
順
）
�
無

料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
同

館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

�
　

不
用
に
な
っ
た
布
や
服
か
ら

四
種
類
の
帽
子
を
作
り
ま
す
。

　

�　

月
４
日
〜
２
月　

日
の

１０

２１

第
一
・
三
金
曜
日
（
１
月
を
除

く
・
計
八
回
）
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ

３０

ろ
ば
高
井
戸
�
一
二
名
�
毎
回

五
〇
〇
円
、
材
料
費
一
三
〇
〇

円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
９
月　

日
（
必
着
）

２３

ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ

ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
･
木
曜
休
館
）

�
　

絵
を
描
く
こ
と
が
新
し
い
あ

な
た
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

�
・
�
�　

月
８
日
�
＝
ダ

１０

時
場内

師対

定

費

申

問

あ
な
た
の
帽
子
を
手
作
り
で

時

場定

費

申

問

�
東
京
女
子
大
学
公
開
講
座 

表
現
の
よ
ろ
こ
び 

―
自
画
像
、 
石 せっ 
膏  
像 
を
描
く

こ
う 
ぞ
う

時

内

イ
ア
ナ
の
石
膏
像
を
通
し
て
�

　

日
�
＝
自
画
像
か
ら
見
え
る

１５も
の
／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

後
３
時
〜
４
時　

分（
区
共
催
）

３０

�
東
京
女
子
大
学
（
善
福
寺
２

―
６
―
１
）
�
東
京
女
子
大
学

非
常
勤
講
師
・
渡
辺
美
恵
子
�

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

�
五
〇
名
（
抽
選
）
�
無
料
�

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記

入
例
参
照
）
で
、
９
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

場

師

対

定

費

申

１
荻
窪
１
―　

―
３　

３
３
９

５６

FAX

３
‐
４
７
１
４
）
へ
�
同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

講
座

　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

は
、
自
立
生
活
し
て
い
る
障
害

者
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
、

自
立
を
考
え
て
い
る
障
害
者
に

個
別
的
支
援
を
行
な
う
も
の
で

す
。
歴
史
・
理
念
、
実
際
の
技

法
を
体
験
的
に
学
び
ま
す
。

問

　

�　

月
５
日
�
午
後
１
時　

１０

１５

分
〜
４
時　

分
�
障
害
者
福
祉

３０

会
館（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

�
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
協
会
・
中

原
え
み
子
�
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
目
指
し
て
い
る
方
、
興
味

の
あ
る
方
、
相
談
員
�
三
〇
名

程
度
�
無
料
�
・
�
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
９
月　

日
ま

２５

で
に
障
害
者
福
祉
会
館
�
３
３

３
２
‐
６
１
２
１　

３
３
３
５
‐

FAX

３
５
８
１
へ
�
リ
フ
ト
付
き
バ

ス
の
送
迎
が
利
用
可
能
で
す

時

場

師

対

定

費

申

問

他

�
　

�
９
月　

日
�
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
民
俗
学
研
究
家
・
真
板
道
夫

�
八
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会
員

三
〇
〇
円
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
杉
並
郷
土
史
会
・
原
田

弘
�
３
３
１
２
‐
６
６
２
３

� 
郷
土
史
講
座 

民
間
行
事
の
神
事 

―
土
地
開
発
の
過
程
に
お
け

る
民
俗
学
の
あ
り
方

時

場

師定

費
申

問

■
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し
■

■
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し
■

�
杉
並
区
民
に
よ
る
「
第

九
交
響
曲
」
演
奏
会

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�
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思
春
期
の
子
を
も
つ
母

親
の
た
め
の
健
康
講
座

　

�
・
�
�　

月
４
日
�
＝
知

１０

ろ
う
！
学
ぼ
う
！
い
ま
ど
き
の

思
春
期
〜
思
春
期
の
発
達
と
特

徴
・
具
体
的
な
接
し
方
（
東
京

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
渋
谷
秀
雄
）

�
９
日
�
＝
自
分
の
か
ら
だ
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜
今

か
ら
で
も
間
に
合
う
若
々
し
い

健
康
づ
く
り
（
女
性
成
人
病
ク

リ
ニ
ッ
ク
産
婦
人
科
医
師
・
加

藤
季
子
）
�　

日
�
＝
わ
い
わ

１８

い
楽
し
い
我
が
家
の
食
卓
！
〜

調
理
実
習
と
昼
食
会
�　

日
�

２５

＝
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
い
や

す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
と

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
（
運
動
指

導
士
・
新
田
千
春
）
／
時
間
は

い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜
正
午

１０

�
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上

時

内

場

井
草
３
―
８
―　

）、
�
は
西
荻

１９

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４

―
３
―
２
）
�
思
春
期
の
子
を

も
つ
母
親
�
三
〇
名
�
四
〇
〇

円
（
材
料
費
）
�
・
�
電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

�
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

呼
吸
器
障
害
の
情
報
を
提
供

し
、
呼
吸
器
障
害
者
・
家
族
な

ど
の
交
流
を
は
か
り
ま
す
。

　

�
・
�
�　

月
８
日
�
＝
講

１０

話
「
呼
吸
器
の
疾
患
と
障
害
」

（
河
北
総
合
病
院
医
師
・
陶
山

時
彦
）
�　

月　

日
�
＝
講
話

１０

２２

「
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
と
は
？
」
�

　

月
５
日
�
＝
講
話
「
日
常
生

１１活
の
工
夫
」
／
�
〜
�
と
も
、

体
操
と
呼
吸
法
（
都
心
身
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法

士
）、懇
談
会
が
あ
り
ま
す
／
時

対
定

費

申

問

時

内

間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
�
障
害
者
福
祉

３０

会
館（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

�
無
料
�
・
�
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
障
害
者
福
祉
会
館

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
FAX

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
（
先
着

順
）

�
　

�
９
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１９

３
時
�
清
水
ふ
れ
あ
い
の
家

（
清
水
３
―　

―
４
）
�
ホ
ー

２２

ム
ヘ
ル
プ
基
準
該
当
事
業
所
サ

ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
・
横
山
澄

子
、
主
任
ヘ
ル
パ
ー
・
山
本
千

代
子
�
二
五
名
�
無
料
�
・
�

電
話
で
、
清
水
ふ
れ
あ
い
の
家

�
３
３
９
４
‐
０
４
５
５
へ（
先

着
順
）

場

費

申

問

�
家
族
介
護
教
室 

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た

の
暮
ら
し 

―
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
活
用
法

時
場

師

定

費

申

問

�
　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
（
区

後
援
）
�
高
千
穂
大
学
�
区
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方

１８

�
二
〇
〇
名
�
無
料
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に

「
総
合
科
目
受
講
希
望
」
と
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま

１８

で
に
高
千
穂
大
学
教
務
一
課
総

合
科
目
係
（
〒　

‐
８
５
０
８

１６８

大
宮
２
―　

―
１
）
へ
�
同
課

１９

�
３
３
１
３
‐
０
１
４
６

女
子
美
術
大
学
公
開
講
座

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
（
区

共
催
）
�
女
子
美
術
大
学
�
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

教
材
費
＝
Ｄ
・
Ｅ
講
座
＝
三
〇

�
高
千
穂
大
学
・
区
民
の
た

め
の
授
業
公
開 

現
代
の
論
点 

―　

世
紀
の
定
義
、
こ
れ
か 

２０

　

ら
ど
う
な
る

時

内場

対

定

費

申
問

時

内場

対
費

〇
〇
円
、
Ｆ
講
座
＝
一
五
〇
〇

円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
希
望
講
座
名
も
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま

２４

で
に
女
子
美
術
大
学
公
開
講
座

係
（
〒　

‐
８
５
３
８
和
田
１

１６６

―　

―
８
）
へ
（
抽
選
）
�
同

４９ 申

問

大
学
�
５
３
４
０
‐
４
５
０
７

福
祉
型
住
宅
改
修
従
事

者
研
修

　

�　

月　

日
�
・　

日
�
午

１０

２９

３０

前
９
時
〜　

時　

分
、
午
後
２

１１

３０

時
〜
４
時　

分
（
受
講
日
時
は

３０

時

こ
ち
ら
で
指
定
）
�
区
役
所
第

四
会
議
室
（
中
棟
六
階
）
�
介

護
保
険
の
住
宅
改
修
給
付
と
区

の
介
護
予
防
・
自
立
支
援
の
住

宅
改
修
の
概
要
な
ど
�
高
齢

者
・
障
害
者
へ
の
「
福
祉
型
住

宅
改
修
協
力
店
」
と
し
て
新
た

場

内
対

に
登
録
を
希
望
す
る
区
内
の
工

務
店
な
ど
�
各
回
五
〇
名
程
度

�
無
料
�
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
工
務
店
名
も
書
い

て
、
９
月　

日
（
消
印
有
効
）

３０

ま
で
に
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

課
へ
（
先
着
順
）
�
同
課

定

費

申

問

�高千穂大学・区民のための授業公開�
講　　　師内　　容月　日

静岡文化芸術大学学長
木村　尚三郎２１世紀を考える９月２７日

教授　　片山　又一郎生活者の視点１０月４日

すかいらーく最高顧問
横川　端起業家からの発想　　１１日

高木税理事務所
高木　光之

不動産評価と減損会
計（１）・（２）

１０月２５日
１１月１日

文化女子短期大学助教
授　　　　中沢　志保原爆と国際政治１１月８日

非常勤講師　勝木　渥環境問題の根源　　１５日

明治乳業ñ販売企画部
課長　　　　中島　聡

営業の時代と人材育
成　　２２日

講師　　　嘉瀬　英昭経営の新手法と物流　　２９日

教授　　　　町田　博日本の民主主義１２月６日

教授　　　並木　雅敏科学の世紀　　１３日

※時間は、毎週金曜日の午前１０時４０分～午後０時１０分。

�女子美術大学公開講座�
講　師定員内　　　容月　日講座

教授
岡田　宣世１５０日本 刺繍 と修復

ししゅう

９月２８日Ａ

教授　
稲木　吉一１５０

シルクロードの美術A
三蔵法師がもたらした
ものB正倉院ーシルク
ロードの終着駅

１０月５日 
・１９日Ｂ

講師　
小川　幸治１５０東海道五十三次のスケ

ッチ体験記１０月１２日Ｃ

教授　
佐久間   恭子２０織り機でマフラー作り

１０月１２・
１３・１９・
２０日

Ｄ

助教授　
工藤　直１５ガラスでうつわを作る

１１月９・
１６・３０日、
１２月７・
１４日

Ｅ

講師　
藤田　緑１５活字を組んで年賀状を

作ろう
１１月３０日、
１２月７日Ｆ

※時間はいずれも、土曜日（１０月１３日・２０日は日曜日）の午後
１時３０分～（ＡＢＣ講座は約２時間、ＤＥＦ講座は３時間）。

��統
一
地
方
選
挙
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
（
統
一
標
語
）

　
　

年
４
月
の
都
知
事
選
挙
、

１５
区
議
会
議
員
お
よ
び
区
長
選
挙

に
使
用
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

（
標
語
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
二
〇
字
以
内
（
記
号
も
含

め
て
）
で
、
自
作
で
未
発
表
の

作
品
�
都
内
在
住
の
方
�
標
語

（
一
枚
に
つ
き
一
点
）
を
ハ
ガ

キ
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
９

内
対

申

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
都
選

２６
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
課

（
〒　

‐
８
０
０
１
新
宿
区
西

１６３

新
宿
２
―
８
―
１　

５
３
８

FAX

８
‐
１
７
５
０
・
Ｅ
メ
ー
ルS

9
0
0
0
0
4
5
@
s
e
c
tio
n
.m
e

tro
.to
k
y
o
.jp

）
へ
�
同
課
�

５
３
２
０
‐
６
９
１
３
�
�
発

表
は　

月
中
旬
で
す
�
入
賞
者

１０

に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

�
杉
並
区
総
合
文
化
祭 

作
品
と
参
加
者

◇
書
道
展

　

�
か
な
・
漢
字
を
問
わ
ず
、

作
品
が
縦
の
場
合
は
半
切
、
横

の
場
合
は
半
切
二
分
の
一
（
幅

約
九
五
�
）
ま
で
の
額
装
ま
た

は
軸
装
の
も
の
（
一
人
一
点
）

▽
対
象
＝
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で　

歳
以
上
の
方
▽
展
示

１８

期
間
＝　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２５

３０
問

他

内

▽
展
示
会
場
＝
セ
シ
オ
ン
杉
並

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
作
品
名
・
大
き
さ
も

書
い
て
、
９
月　

日
（
消
印
有

３０

効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
（
抽
選
）

２２

３２

◇
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
展

　

�
日
本
画
ま
た
は
洋
画
で
、

八
号
ま
で
の
額
装
の
も
の
（
一

人
一
点
）▽
対
象
＝
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
（
学
生
を
除
く
）
▽

展
示
期
間
＝　

月
１
日
�
〜
５

１１

日
�
▽
展
示
会
場
＝
セ
シ
オ
ン

杉
並
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
に
日
本
画
・
洋
画

の
別
、
作
品
名
・
大
き
さ
も
書

い
て
、
９
月　

日
（
消
印
有
効
）

３０

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

（
抽
選
）　

　
　
　
　

☆

　

�
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３

申
内

申
問

３
１
７
‐
６
６
２
１

�
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

介
護
業
務
な
ど
▽
勤
務
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
ま

３０

た
は
午
前
８
時　

分
〜
午
後
４

３０

時
（
週
二
〜
三
日
）
▽
時
給
＝

九
五
〇
円
▽
応
募
資
格
＝
二
級

ヘ
ル
パ
ー
以
上
▽
募
集
人
数
＝

二
名
程
度
�
履
歴
書
を
郵
送

で
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１８

に
同
ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
１６７

０
０
２
３
上
井
草
３
―　

―
３３

　

）
へ
�
同
ふ
れ
あ
い
の
家
・

１０土
屋
�
３
３
９
４
‐
９
８
３
１

�
和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
看
護
職
員

　

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談
、

内

申

問

内

リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
▽
勤
務
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
３０

分
（
週
二
〜
四
日
）
▽
時
給
＝

一
四
五
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
一

〜
二
名
�
履
歴
書
を
郵
送
で
、

９
月　

日
ま
で
に
同
ふ
れ
あ
い

１４

の
家
（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉

１６８

４
―　

―　

）
へ
�
同
ふ
れ
あ

４０

３１

い
の
家
�
３
３
２
１
‐
４
８
０

８�学
校
希
望
制
度
の
申
請

書
類
を
発
送
し
ま
す

　

９
月　

日
�
に
、
来
春
入
学

１３

す
る
新
一
年
生
の
保
護
者
あ
て

に
学
校
希
望
申
請
書
・
学
校
紹

介
チ
ラ
シ
を
郵
送
し
ま
す
。

　

隣
接
校
へ
の
入
学
を
希
望
す

る
方
は
、
申
請
書
を　

月　

日

１０

１５

申

問

（
必
着
）
ま
で
に
学
事
係
（
区

役
所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
学
務
課
学
事
係

外
国
人
の
方
の
区
立
小
・

中
学
校
入
学
手
続
き

　

区
内
在
住
の
外
国
人
の
方

で
、　

年
４
月
か
ら
区
立
小
学

１５

校
へ
入
学
を
希
望
す
る
方
は
、

入
学
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
区
立
小
学
校
に

在
学
し
、　

年
３
月
の
卒
業
後
、

１５

区
立
中
学
校
に
進
学
を
希
望
す

る
方
も
、
改
め
て
手
続
き
が
必

要
で
す
。
な
お
、
学
校
希
望
制

度
の
手
続
き
を
希
望
す
る
方

は
、９
月　

日
〜　

月　

日
に
、

１３

１０

１５

入
学
申
請
と
同
時
に
希
望
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
・
�
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持

問申

問

参
の
上
、
学
務
課
学
事
係
（
区

役
所
東
棟
六
階
）
へ

東
京
外
か
く
環
状
道
路

の
現
況
調
査

　

�
期
間
＝
動
植
物
＝
９
月
中

旬
〜　

月
下
旬
／
大
気
質
＝　

１０

１０

月
上
旬
〜
下
旬
▽
調
査
地
点
＝

動
植
物
＝
都
立
善
福
寺
公
園
ほ

か
、
河
川
な
ど
／
大
気
質
＝
桃

井
第
二
小
学
校
・
荻
窪
中
学
校

�
国
土
交
通
省
東
京
外
か
く
環

状
道
路
調
査
事
務
所
�
３
７
０

７
‐
３
８
９
７
ま
た
は
区
都
市

計
画
課

不
動
産
街
頭
無
料
相
談
会

　

�
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
４
時
（
区
後
援
）
�
・
�

�
不
動
産
に
関
す
る
諸
問
題
全

般
＝
区
役
所
前
広
場
（
青
梅
街

道
沿
い
）
�
不
動
産
取
引
に
関

内
問

時

内

場

す
る
法
律
、
税
務
な
ど
＝
荻
窪

駅
北
口
前
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
横
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

�
�
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
杉
並
区
支
部
�
３
３
１
１

‐
４
９
３
７
�
�
全
日
本
不
動

産
協
会
東
京
都
本
部
中
野
杉
並

支
部
�
３
３
１
４
‐
０
９
８
８

�
関
係
書
類
が
あ
る
場
合
は
、

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い

費

申

問

他

お申し込みは広報課へ。

　

区
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が

８
月　

日
（
日
本
時
間
）
に
実

３０

施
し
た
未
臨
界
核
実
験
に
抗
議

し
、
今
後
の
計
画
の
撤
回
を
求

め
る
要
請
書
を
、
９
月
３
日
付

で
大
使
館
を
通
じ
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
あ
て

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

�
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

問 ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の 

未
臨
界
核
実
験
に
抗
議
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e区民体育祭秋季大会
◇アーチェリー
　�予選＝１０月５日º、決勝＝１０月１３日∂、午前９時～午後５時�上井草スポー
ツセンター（上井草３‐３４‐１）�一般男子・女子、新人男子・女子�区内在
住・在勤・在学で中学生以上の方（学連加入者は除く）�予選、決勝とも１人２００
円�予選日に、直接会場へ�区アーチェリー協会・小杉@３３９０‐６８３９（午前９時
～午後１０時）
◇ゲートボール
　�１０月２７日∂午前８時３０分～午後５時�下高井戸運動場（下高井戸３‐２６‐
１）�区内在住・在勤・在学の方で編成されたチーム�１チーム２０００円�・�
電話で、９月２０日までに区ゲートボール連盟・藤原保子@３３１１‐７４３０（午前９時
～午後１０時）へ
e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇青空体力づくりフェスティバル
　お腹すっきり体操（いす体操）を行います。
　�１０月７日∑午前１０時～正午（９時４５分受付開始）�荻窪体育館（荻窪３‐４７
‐２）�ú日本スポーツクラブ協会トレーニングインストラクター、大田区実技
指導員・森相子、東京都体育指導委員協議会副会長・河野敦子�区内在住・在
勤・在学の方�８０名（先着順）�２０円（保険料・当日お支払いください）�往
復ハガキ（３面記入例参照）で、９月２４日（必着）までに区青空体力づくり指導
員協議会・大野淑美（〒１６８‐００６３和泉１‐５０‐９）へ�同協議会・近藤@３３９０
‐９４３７�動きやすい服装で、上履きを持参してください
◇水上レクリエーション
　�９月２９日∂午前９時～午後４時（受付は３時３０分まで）�上井草スポーツセ
ンター（上井草３‐３４‐１）�自由水泳、水中ウォーク、日本泳法、シンクロナ
イズドスイミング、親子ゲーム、記録会�１人１００円�当日、直接会場へ�区ア
クアレクリエーション協会・増渕@３３３３‐２５１７（午後７時～９時）�A水泳帽を
ご用意くださいB小学３年生以下は保護者の付き添いが必要ですCおむつのとれ
ていないお子さんはご遠慮ください
�

eラージボール卓球　○す 教室番号１５６１
　�１０月２５日～１１月２９日の毎週金曜日、午後１時～３時（計６回）�荻窪体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�６００円�
往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２４日（必着）までに荻
窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ�同体育館@３２２０‐３３８１
e泳法別水泳　○す 教室番号１４９６
　２５ｍを泳げるようになった初級者の方を対象に、技術の向上をはかります。
　�１０月２２日～１１月２６日の毎週火曜日、午後７時～９時（計６回）�高井戸温水
プール�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の２５ｍ以上泳げる方�６０名（抽選）
�３０００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２６日（必
着）までに高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ�同プール
@３３３１‐８６５２

時 場
内 対

費
申 問

時 場
対 費 申 問

時 場
師

対
定 費 申

問
他

時 場
内

費 申 問
他

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費 申

問

時 場
対 定

費 申
問

eアクアエクササイズ（６０歳以上）　○す 教室番号１５２９
　�１０月２３日～１１月２７日の毎週水曜日、午前９時～１１時（計６回）�上井草スポ
ーツセンター�区内在住・在勤・在学で６０歳以上の方�６０名（抽選）�１４００円
�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２２日（必着）までに
上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�同センター@３３９０
‐５７０７
eアクアエクササイズ（６０歳未満）　○す 教室番号１５３９
　水の特性を生かし、健康維持・疾病の予防をはかります。
　�１０月１９日～１１月３０日の毎週土曜日、午後７時～９時（計６回）�杉並第十小
学校温水プール�区内在住・在勤・在学で６０歳未満の方�３０名（抽選）�３０００
円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２２日（必着）まで
に杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５‐４９）へ�同プール@３３１８
‐８７６３
eサッカー　○す 教室番号１５７９
　日ごろ、サッカーをする機会の少ない女性のためのサッカー教室です。
　�１０月２４日～１２月１２日の毎週木曜日、午前１１時～午後１時（計７回）�下高井
戸運動場�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の女性�３０名（抽選）�２１００円�
往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２２日（必着）までに下
高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ�同運動場@５３７４‐６１９１�
託児（３歳～就学前）あり
e卓球　○す 教室番号１６２５
　�１０月２２日～１２月１０日の毎週火曜日、午前１１時～午後１時（計８回）�永福体
育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１６００
円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２５日（必着）まで
に永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）へ�同体育館@３３２８‐３１４６
eバドミントン　○す 教室番号１６２６
　�１０月２５日～１２月１３日の毎週金曜日、午前１１時～午後１時（計８回）�永福体
育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�３０名（抽選）�２４００
円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２５日（必着）まで
に永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）へ�同体育館@３３２８‐３１４６
e体操（ヨガ）　○す 教室番号１６４４
　心身ともにリラックスできるヨガを通し、交流をはかりませんか。
　�１０月２１日～１２月２日の毎週月曜日、午前１１時～午後１時（計６回）�上井草
スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名
（抽選）�１０００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月２３
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ
�同センター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
eシェイプアップセミナー
　�１０月４日～１８日の毎週金曜日、午前９時～１１時（計３回）�上井草スポーツ
センター・トレーニングルーム�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０名
（抽選）�無料（入場料４００円）�往復ハガキ（３面記入例参照）で、９月２４日
（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�
同センター@３３９０‐５７０７
e気軽にフィットネス～今からはじめるトレーニング～
　グループでトレーニングすることで、楽しみながら運動習慣を身につけます。
　�９月２５日π午前９時～１１時�上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在学・在勤で１６歳以上の方�２０名�無料（入
場料４００円）�・�電話で、９月２４日までに同センター@３３９０‐５７０７へ

時 場
対 定 費

申
問

時 場
対 定 費

申
問

時 場
対 定 費 申

問 他

時 場
対 定 費

申
問

時 場
対 定 費

申
問

時 場
対 定

費 申

問 他

時 場
対 定

費 申
問

時 場
対 定 費

申 問

競技大会

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、９月１１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

備　　考申込方法（締切）定　　　員対　象時　　間種　　　　目場　　　　　所

― ―

９月２５日

女子チーム＝１２、混合チーム
（男子チーム含む）＝１２

一般区民

午前９時～午後１時大会（ソフトバレーボール）体　育　館

上井草スポーツセ
ンター
�３３９０‐５７０７
〒１６７‐００２３
上井草３‐３４‐１

― ―
８　枠午前９時～午後１時野　球

運　動　場
２　枠午後１時～５時サッカー

― ―６０　名午前９時～１１時ウォーキングセミナージョギング走路

希望時間枠も記入２４　枠午前９時～午後９時テニス庭　球　場

保護者と子ども両
方を記入

４０　組
（８０名）

３歳～就学前の
幼児と保護者午前９時～１１時親子で水遊び温水プール

希望時間枠も記入９月２１日

６チーム

一般区民

午前９時～午後９時野　球運　動　場松ノ木運動場
�３３１１‐７４１０
〒１６６‐００１４
松ノ木１‐３‐２２

６０　名午前９時～正午硬式テニス体験講座
庭　球　場 ２４　枠午後１時～９時

テニス
４　枠午前９時～午後５時

個人競技３つのう
ち１つ選択９月２４日申 込 用 紙

（各体育施
設に用意）
を郵送また
は持参

２００  名

一般区民

午前１０時～午後３時ミニ運動会（地引きあみ競争、大
玉ころころ、サイコロ勝負ほか）

荻窪体育館�３２２０‐３３８１
〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２

車・バイク不可９月２５日１０チーム
（１チーム７名・計７０名）午前９時～午後６時大会（バスケットボール）高円寺体育館�３３１２‐０３１３

〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１

― ―９月３０日女性６０名午前９時～午後５時大会（女子バレーボール）大宮前体育館�３３３４‐４６１８
〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１

― ―９月２５日ダブルス１５組午前９時～午後２時大会（バドミントン）永福体育館�３３２８‐３１４６
〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７

窓口でも受付
９月２７日

４０　名午前９時～午後１時大会（パドルテニス）
妙正寺体育館�３３９９‐４２２４
〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２ 当日ペアを決定男女各２０名一般区民

（５０歳以上）午前９時～午後５時大会（硬式テニス）

― ―９月２５日
各種目５０名

一般区民
午前９時～正午

ニュースポーツ体験（ターゲッ
トバードゴルフ、グランドゴル
フ、ゲートボール）下高井戸運動場�５３７４‐６１９１

〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１ ４チーム正午～午後４時ミニサッカー
４チーム午後５時～９時野　球

　�・�・�下表のとおり�区内在住・在勤・在学の方（種目により指定有り）�無料�往復ハ
ガキ（１人または１団体１枚）に、種目名、団体の場合はチーム名、代表者の住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢・性別・電話番号、参加人数を書いて、各締め切り日（必着）までに各施設へ�各施設

時 場 内 対 費 申

問

体育の日イベント   １０月１４日 （祝）事前申込分
（上井草、松ノ木、荻窪、高円寺、大宮前、永福、下高井戸）



●NO.1607 ６平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

�
９
〜　

月
の
各
種
教
室

１１

　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
９
〜　

月
１１

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
表

中
の
各
締
切
日
（
必
着
）
ま
で

に
該
当
の
施
設
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

��
文
学
散
歩 

杉
並
の
文
人
の
住
居
跡
を

訪
ね
て
�
―
阿
佐
谷 
界  
隈 

か
い 
わ
い

　

�
・
�
講
義
＝　

月　

日
�

１０

２４

午
前　

時
〜
正
午
▽
現
地
探
訪

１０

＝　

月　

日
�
午
前　

時
〜
午

１０

２５

１０

後
３
時　

分
�
元
都
立
近
代
文

３０

学
博
物
館
研
究
員
・
山
本
龍
二

�
四
〇
名
�
二
〇
〇
円
（
資
料

代
お
よ
び
保
険
料
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１０

１５

セ
ン
タ
ー
へ

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

師

定

費

申

旅
先
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
よ
う

　
「
ス
ケ
ッ
チ
の
心
得
」
か
ら
、

実
際
に
野
外
で
の
実
技
を
通
し

て
、
短
時
間
で
絵
が
描
け
る
よ

う
に
学
び
ま
す
。

　

�　

月
１
日
�
・
２
日
�
・

１０

８
日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
三
回
）
�
井
上
治
男

３０�
一
〇
名
�
六
〇
円（
保
険
料
）

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
９
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
�
持
ち

物
＝
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
四

号
）、
鉛
筆
（
４
Ｂ
ま
た
は
６

Ｂ
）、
消
し
ゴ
ム
、
帽
子
、
水
筒

時

師

定

費

申

他

初
歩
の
英
語
を
学
び
な

お
し
て
み
よ
う

　

旅
先
で
使
え
る
よ
う
に
、
基

礎
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

�　

月
７
日
・　

日
・　

日
、

１０

２１

２８

　

月
４
日
い
ず
れ
も
月
曜
日
の

１１午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

（
計
四
回
）
�
竹
村
澄
�
二
〇

名
�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３

面
記
入
例
参
照
）
で
、
９
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ

旅
先
で
石
仏
や
道
祖
神

を
楽
し
も
う

　

石
仏
や
道
祖
神
に
つ
い
て
学

び
、
旅
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

１０

正
午
�
守
屋
哲
雄
�
四
〇
名
�

無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
、
９
月　

日
３０

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ折
り
紙
教
室
―
一
枚
の

紙
が
創
り
出
す
世
界
へ

　

�　

月　

日
・　

日
、　

月

１０

１９

２６

１１

２
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
�
折
り
紙
愛
好

１０家
・
井
上
和
昭
�
大
人
五
〇
〇

円
（
子
ど
も
は
無
料
）
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、　

月
５
日
（
必
着
）
ま
で

１０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

ビ
ー
ズ
教
室

　

�
・
�　

月
８
日
＝
ブ
レ
ス

１０

レ
ッ
ト
▽　

日
＝
ネ
ッ
ク
レ
ス

２９

▽　

月　

日
＝
指
輪
／
い
ず
れ

１１

１２

も
火
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
計
三
回
）
�
二
〇
名
�
二
五

〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、
９
月　

日
２７

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
に
作
品
の
見

時

師

定

費

申

時
師

定

費

申
時

師
費

申

時

内

定

費

申

他

本
が
あ
り
ま
す

初
め
て
の
川
柳

　

基
本
を
し
っ
か
り
学
び
、
人

生
の
喜
怒
哀
楽
な
ど
を
、
川
柳

で
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

�　

月
７
日
・　

日
・　

日
・

１１

１４

２１

　

日
、　

月
５
日
い
ず
れ
も
木

２８

１２

曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
�
Ｎ

１０

Ｈ
Ｋ
学
園
「
川
柳
講
座
」
講
師
・

竹
田
光
柳
�
二
〇
名
�
無
料
�

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

１５

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
�
持
ち

物
＝
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

�
　

セ
シ
オ
ン
杉
並
子
ど
も

フ
ェ
ア

　

�
９
月　

日
�
・　

日
�
午

２８

２９

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１０

２９

３
時　

分
ま
で
・
雨
天
決
行
）

３０

�　

日
＝
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

２８
「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
」

上
映
、
ア
レ
ン
ジ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、

こ
ど
も
囲
碁
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
▽

　

日
＝
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

２９の
馬
頭
琴
を
聞
い
て
み
よ
う
！

（
チ
ケ
ッ
ト
は
高
円
寺
地
区
の

児
童
館
で
配
布
）、リ
コ
ー
ダ
ー

と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
大
き
な

木
」、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ほ
か
▽

両
日
＝
こ
ど
も
作
品
展
�
当

日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

�こ
ん
の
ひ
と
み
出
前
ラ

イ
ブ
―
小
さ
な
声
を
受

け
と
め
て
い
ま
す
か
？

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
み
ん
な
の
う
た
」

で
『
パ
パ
と
あ
な
た
の
影
ぼ
う

し
』
を
歌
っ
た
こ
ん
の
ひ
と
み

さ
ん
が
「
小
さ
な
声
の
メ
ッ
セ

時

師

定

費

申

他

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
内

申

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ー
ジ
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま

た
、
あ
な
た
の
詩
に
曲
を
つ
け

て
、こ
ん
の
さ
ん
が
歌
い
ま
す
。

　

�
９
月　

日
�
午
後
２
時

１４

（
１
時　

分
開
場
）
�
小
さ
い

３０

子
ど
も
の
保
護
者
な
ど
（
一
般

の
方
も
大
歓
迎
）
�
七
〇
名
�

無
料
�
当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ
�
託
児
は
随
時
受
付

体
育
ま
つ
り

　

�　

月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）
�
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
、
ダ
ー
ツ
、
ユ
ニ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
、輪
な
げ
ほ
か（
全

種
目
参
加
自
由
・
賞
品
あ
り
）。

消
防
車
・
白
バ
イ
も
来
ま
す
�

無
料
�
当
日
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

も
っ
と
美
味
し
く 

「
中
国
料
理
」

　

�
・
�
講
義
＝　

月　

日
＝

１０

１９

中
国
料
理
の
歴
史
と
種
類
▽　
２６

日
＝
メ
ニ
ュ
ー
の
読
み
方
と
中

国
語
で
の
注
文
▽
調
理
実
習
＝

　

月
２
日
＝
北
京
料
理
▽
９
日

１１＝
四
川
料
理
▽　

日
＝
広
東
料

１６

理
／
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
� 
関  
存  
治 
�
講

ク
ァ
ン 
ツ
ェ
ン 
ジ

１０義
＝
各
四
〇
名
▽
調
理
実
習
＝

各
二
四
名
（
講
義
の
み
の
受
講

も
可
）
�
講
義
＝
一
〇
〇
円（
資

料
代
）、調
理
実
習
＝
三
六
〇
〇

円
（
材
料
費
）
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
、
講

義
の
み
を
受
講
す
る
場
合
は
そ

の
旨
も
書
い
て
、９
月　

日（
必

３０

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

時

対
定

費

申他
時

内
費

申
時

内

師

定

費

申

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

〈９～１１月の各種教室〉
申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

　　無料 ９月１４日、１０月５・１９日
午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～お母さんも一緒にどうぞ／おはなしのグ
ループ　　　　                                          　　　　（１５）

１０月５日２００円１０月１９日
午後１時３０分～３時３０分

楽しくおかし作りパート２・ビスコッティを作ろう～頭の
よくなるおかし／織田美喜子　　　　　　　（小学生・１６）

e高円寺地域区民センター（セシオン杉並）

９月３０日
無料 （１１月
２日は自己
負担有）

１０月１２・１９・２６日、１１月２日
午前１０時～正午

杉並を知ろう～縄文人はどこから来たか？～杉並の縄文時
代にタイムスリップ！最終日は浜田山遺跡へ／重住豊（４０）

９月１９日２０円
（保険料）９月３０日　午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～区内全地域区民センター共通修
了証発行のため２．５⁄×３⁄の写真持参／八木橋ノリ子　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１０）

９月２４日
毎回１人
２０円 

（保険料）

１０月４・１１・１８・２５日、１１月１
日　　　　午前１０時～正午

すくすくベビーマッサージ～赤ちゃんとスキンシップしま
しょう／宮崎初恵

（４カ月～１歳未満の乳児と母親・１０組）

e阿佐谷地域区民センター

９月３０日無料
１０月１９日、１１月２・１６日、１２
月７日
午後１時３０分～３時３０分

花の美しさの再認識～花の魅力を引き出す写真術の基本を
学びます。カメラ持参／櫻井信夫　　　　　　　　　（２５）

９月３０日５００円
（資料代）

１０月１７・２４・３１日、１１月７・１４
日午後１時３０分～３時３０分

はじめての似顔絵～子どもや孫、友達、話題の人々を楽し
く、楽して描いてみませんか／宇田川のり子　　　　（３０）

　　無料９月２１日　午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e梅里区民集会所（申し込みは、阿佐谷地域区民センターへ）

９月３０日
毎回１人
２０円

（保険料）

１０月２１・２８日、１１月１１・１８日
２歳前後＝午前１０時～１１時
３歳前後＝午前１１時～正午

親子体操教室～アニメ音楽のリズムにあわせての楽しい体
操です／森村真由美　　　　　　　　　　　　（１５組３０名）

e荻窪地域区民センター

９月２５日無料１０月５・１２・１９・２６日
午前１０時～正午

小中学生の囲碁教室～初歩から定石習得、対局準備まで（保
護者参観自由）／湯浅信雄　　　　（小学４年生以上・２０）

　　
１本３００円
（１人２本
まで）

１０月８日午前１０時３０分～
午後３時３０分

（１時３０分受付終了）

包丁研ぎ／シルバー人材センター　　　　　　（参加自由）
※毎回第２火曜日実施

９月３０日無料１０月２６日
午後１時３０分～３時３０分

ＮＰＯについて理解を深める～ＮＰＯの概況と１２分野につ
いて／ＮＰＯ法人ＲＢＡセンター代表・佐藤克代  　（５０）

９月３０日６００円
（含保険料）

１０月２６日・２７日
午後１時３０分～３時３０分

版画教室・年賀状作り～干支を彫ってみましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／小田部清助（２５）

e井草地域区民センター

１０月５日
４００円

（テキスト
代）

１０月２６日、１１月２・９・１６日
午前１０時～正午

囲碁入門～囲碁の基礎から、日本棋院の先生が親切に指導
します／日本棋院初段・渋沢真知子

（小学３年生～中学生・２２）

１０月１０日２００円
（資料代）

１０月２５日、１１月１・８・１５・２２・
２９日

午前１０時～正午

手話入門～全くの初歩から始めます。コミュニケーション
のひとつとして手話を覚え、気軽に使えるようになりまし
ょう／中原洋子　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２）

　　無料※
９月１４・２８日、１０月１２日
午後１時３０分～３時３０分

（３時受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／松尾達
也ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e高井戸地域区民センター

９月２８日２０円
（保険料）１０月１０日午後１時～４時

トレーニング機器講習会～当センターのトレーニング室を
使用するためのの事前講習会です（写真２．５×３⁄持参）／
永井加代子　　　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１０）

　　無料１０月２４日午後１時～３時トレーニング相談日／永井加代子　　　　（講習会修了者）

※は、実費がかかる場合があります。

▲こんのひとみ
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下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1�第３水曜日
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阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13�第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2�第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5�第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23�第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8�第１・第３水曜日

◇
神
田
川
の
自
然

　

神
田
川
流
域
に
は
、 
鯉 
や
こ
い

亀
、
身
体
が
真
っ
白
で
、
ま

る
で
黄
色
い
靴
を
履
い
て
い

る
よ
う
な
コ
サ
ギ
、
大
柄
な

 
川  
鵜 
、 
尾  
長 
な
ど
の
鳥
、
コ

か
わ 
う 

お 
な
が

ウ
モ
リ
、蛇（
青
大
将
）な
ど

が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
他

に
も
様
々
な
野
鳥
を
季
節
ご

と
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

両
岸
の
遊
歩
道
に
は
、
桜

の
ア
ー
チ
。
春
は
花
び
ら
、

夏
か
ら
初
秋
に
は 
蝉  
時
雨 
の

せ
み 
し
ぐ
れ

中
を
く
ぐ
っ
て
、
人
々
は
行

き
来
す
る
。

　

こ
の
時
期
、赤
と
ん
ぼ（
ア

キ
ア
カ
ネ
）
が
群
れ
を
成
し

て
川
面
を
低
空
飛
行
し
、
ア

メ
ン
ボ
が
慌
て
て
逃
げ
て
い

く
様
子
が
、
川
を
の
ぞ
い
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
を

さ
そ
っ
て
い
る
。

　

環
状
七
号
線
、方
南
通
り
、

井
の
頭
通
り
、
甲
州
街
道
と

い
う
交
通
量
の
多
い
道
路
の

す
ぐ
側
に
あ
り
な
が
ら
、
神

田
川
を
取
り
巻
く
自
然
は
地

域
に
住
む
者
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。

　

残
念
な
の
は
、
自
転
車
な

ど
の
大
き
な
ご
み
が
川
に
捨

て
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
。　

　

突
風
の
後

の
置
き
土
産

は
、工
事
現
場

か
ら
飛
ん
で

き
た
と
思
わ

れ
る
、セ
イ
フ

テ
ィ
ー
コ
ー

ン
や
ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
ど
。そ

し
て
一
番
多
い
の
が
ビ
ニ
ー

ル
袋
。
川
の
汚
れ
は
、
様
々

な
生
き
物
た
ち
の
生
活
を
脅

か
す
こ
と
に
な
る
。
限
ら
れ

た
環
境
の
中
で
精
一
杯
生
き

て
い
る
「
い
の
ち
」
た
ち
な

の
だ
。

　

川
を
き
れ
い
に
、
自
然
を

大
切
に
す
る
心
を
持
ち
、
小

さ
な
生
き
物
を
い
つ
ま
で
も

守
り
続
け
た
い
も
の
だ
。

◇
カ
ル
ガ
モ
の
親
子

　

５
月
の
終
わ
り
ご
ろ
、
中

野
区
と
の
区
境
に
あ
た
る
方

南
一
丁
目
と

二
丁
目
の
間

の
た
つ
み
橋

付
近
で
、カ
ル

ガ
モ
の
親
子

と
遭
遇
し
た
。

　

三
羽
の
子

ガ
モ
を
気
遣

う
母
ガ
モ
は

周
り
を
常
に

警
戒
し
て
い

る
様
子
。「
は
じ
め
は
九
羽
い

た
の
よ
。
カ
ラ
ス
が
ヒ
ナ
を

さ
ら
っ
て
行
く
の
を
見
た
人

を
知
っ
て
る
わ
」
と
川
の
近

く
に
住
む
人
が
教
え
て
く
れ

た
。
カ
ラ
ス
は
人
間
に
も
危

害
を
加
え
る
の
だ
か
ら
、
小

さ
な
ヒ
ナ
は
、
ひ
と
た
ま
り

も
な
い
だ
ろ
う
。
自
然
界
で

の
生
存
競
争
は
思
い
の
ほ
か

厳
し
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
子
ガ
モ

た
ち
の
愛
く
る
し
さ
は
心
和

ま
せ
て
く
れ
る
。
川
沿
い
を

行
き
来
す
る
人
た
ち
は
、
こ

の
親
子
の
行
く
末
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
る
。

　

別
の
カ
ル
ガ
モ
親
子
に
出

会
っ
た
。
最
近
生
ま
れ
た
の

で
あ
ろ
う
子
ガ
モ
は
二
羽
。

５
月
に
出
会
っ
た
子
ガ
モ
た

ち
よ
り
更
に
小
さ
く
、
流
れ

に
足
を
取
ら
れ
て
い
る
。

　

最
初
に
出
会
っ
た
子
ガ
モ

は
無
事
に
育
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
も
う
親
と
見
分
け
が

付
か
な
い
く
ら
い
大
き
く
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
…
と
思
い

め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
帰
路
に

つ
い
た
。

（
方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設

運
営
協
議
会
・
総
務
部
広
報
）

　

旧
馬
橋
の
氏
神
様
で
あ
る
馬

橋
稲
荷
神
社
（
阿
佐
谷
南
２
―

４
―
４
）
の
縁
日
大
会
が
、
８

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２８

　

普
段
の
神
社
は
閑
静
な
住
宅

街
に
鎮
ま
り
、
木
立
生
い
茂
る

長
い
参
道
は
心
地
よ
い
風
が
吹

き
抜
け
、
神
門
や
社
殿
の
朱
赤

は
森
の
緑
に
浮
き
立
ち
、
心
に

元
気
を
与
え
て
く
れ
る
、
そ
ん

な
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
で
す
。

　

し
か
し
、
縁
日
大
会
の
日
は

う
っ
て
か
わ
っ
て
、
大
変
大
勢

の
方
々
で 
賑 
わ
い
ま
し
た
。
こ

に
ぎ

の
催
し
物
の
主
催
は
、
馬
橋
稲

荷
神
社
氏
子
青
年
会
。
神
社
を

中
心
と
す
る
地
元
の
親
睦
会
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
お
母
様
方

も
応
援
に
来
て
く
れ
ま
す
。
昭

和　

年
に
同
会
が
発
足
し
て
以

５６
来
、
毎
年
続
い
て
い
る
地
元
密

着
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
準
備
が
始

ま
り
、
午
後
二
時
、
神
社
の
太

鼓
の
合
図
と
共
に

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
時
間
前
か
ら

金
券
売
り
場
に
は

長
い
列
、
大
勢
の

人
々
が
境
内
を
埋

め
て
い
ま
し
た
。

　

お
店
に
は
、
焼

き
そ
ば
、
お
好
み

焼
き
、
ラ
ム
ネ
、

金
魚
す
く
い
、
射

的
ほ
か
縁
日
の
定

番
。
特
に
ヨ
ー
ヨ

ー
、
か
き
氷
、
綿

ア
メ
は
四
〇
円
と
、
子
ど
も
の

こ
ろ
を
思
い
出
す
金
額
に
ビ
ッ

ク
リ
。

　

氏
子
青
年
会
の
会
長
・
国
森

さ
ん
に
聞
く
と
、「
子
ど
も
達
に

た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
ほ
し
い
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
原
価
販
売
な
ん

で
す
よ
」
と
に
こ
や
か
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
縁
日
大
会
の
目
玉

は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
。
こ
れ
は
本
物
の

二
〇
分
の
一
の
大
き
さ
の
蒸
気

機
関
車
で
、
石
炭
を 
焚 
い
て
走

た

り
ま
す
。
長
い
参
道
に
一
直
線

の
軌
道
を
敷
き
、
出
発
に
は
高

ら
か
に
汽
笛
一
声
、
蒸
気
を
舞

い
上
げ
ま
す
。
乗
っ
て
い
る
子

ど
も
達
の
は
じ
け
そ
う
な
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

　

縁
日
は
５
時
に
終
了
。
反
省

会
で
は
、
神
社
の
本
橋
宮
司
さ

ん
が
、「
今
日
の
縁
日
大
会
は
、

神
社
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の

方
々
が
協
力
し
合
う
楽
し
い
催

し
で
す
。
こ
の
姿
こ
そ
町
の
理

想
で
あ
り
、
社
会
を
一
つ
に
繋

ぐ
生
活
の
知
恵
な
ん
で
す
。
こ

の
連
携
は
い
ざ
災
害
の
際
に
も

一
致
団
結
し
て
役
立
つ
事
と
思

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
高
円
寺
地
域
集
会
施
設
運
営

協
議
会
・
広
報
部
）
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ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
出
発
！
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周辺で見かける周辺で見かける
小さな生き物たち小さな生き物たち

◇
利
用
開
始
＝

月
１
日
∏

１０午
前
９
時
〜

◇
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
杉

並
区
立
図
書
館
の
利
用
者
カ

ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得

申
請
は
、
９
月　

日
か
ら
各

２０

図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
が
、
利
用
者

カ
ー
ド
を
持
参
の
上
、
申
請

書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
で
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
を

発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
で
の

予
約
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、

ご
自
宅
な
ど
で
仮
パ
ス
ワ
ー

ド
か
ら
本
パ
ス
ワ
ー
ド
へ
の

変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
以
外
の
申
請

は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
利
用
者
カ
ー
ド
を

作
成
し
た
時
と
記
載
事
項

（
住
所
・
氏
名
な
ど
）
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
が
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

　

�
中
央
図
書
館
�
３
３
９

１
‐
５
７
５
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

h
ttp
://w
w
w
.lib
ra
ry
.

c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o

.jp
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土曜日のパパママ学級
１０月２６日�午後１時～４時

高井戸保健センター（〒１６８‐００７２高井
戸東３‐２０‐３@３３３４‐４３０４）
【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産
のカップル２０組（抽選）【参加費】無料【申
込方法】往復ハガキに２人の氏名・住所・電
話番号・出産予定日、返信用のあて先を書い
て、１０月４日 （必着）までに同保健センターへ

問合せ主な内容日　時審議会名
審
議
会
の
お
知
ら
せ

社会教育セン
ター

コ ミ ュ ニ テ
ィ・カレッジ
についてなど

９月２５日π

午後６時３０分
～８時３０分

社会教育事業
推進委員会

※日時は変更する場合があります。

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、図
書
や
雑
誌
の

予
約
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

秋
ま
つ
り

　

�　

月
５
日
�
・
６
日
�
午

１０

前　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決

１０
行
）
�
二
〇
周
年
記
念
式
典
、

交
通
安
全
指
人
形
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
、
自
主
グ
ル
ー
プ
作

品
展
示
、
野
菜
・
植
木
・
園
芸

用
品
な
ど
の
即
売
会
、模
擬
店
、

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
カ
ラ
オ
ケ

時
内

大
会
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り

な
ど
�
当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ

◇
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

読
み
終
わ
っ
た
本
を
出
し
て
く

だ
さ
い

　

�
受
付
場
所
＝
同
セ
ン
タ
ー

図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
�
�
汚
損

本
・
雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
・
辞
書
・
専

門
書
は
お
断
り
し
ま
す
�
宅
配

便
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

申
場

他

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
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A Century of the Environment Created by Everyone
“A More Beautiful and Greener Town — Suginami”

Environment Expo Suginami 2002

International Environment Forum

Inviting speakers from Karlsruhe City (Germany),
Amstelveen City (Netherlands), Futatsui Town
(Akita Prefecture) and Hino City (Tokyo), there will
be a lecture on the environmental measures of each
city and a panel discussion.

Lecture on Environmental Issues by Foreign
Residents (October 20)

There will be a lecture on familiar environmental
issues, such as proper garbage disposal methods, by
people from various countries who live in the city.

Flea Market

Used items for daily living and clothes that are
reusable will be on sale.
* Seeking Vendors
Eligibility: Non-commercial individuals
or groups who live, work or go to
school in the city.
Participation fee: ¥1,000
To apply: Write the date of
desired participation (Octo-
ber 19 or 20), name of the
individual or group repre-
sentative, address, age, sex
and telephone number on a
two-way postcard, and send to
the Environment Expo Subsection,
Environment Section no later than
September 25.

Various Classes

1. Making Aluminum Can Airplanes
Time: (1) from 10:30 a.m.; (2) from 1:30 p.m.

Eligibility: Elementary school third grade stu-
dents or older who live or go to school in the city.
Capacity: 20 people per session

2. Family Eco-Cooking Class
Time: 10:30 a.m. to 1:00 p.m.
Eligibility: Elementary school students or older
who live or go to school in the city and their par-
ents.
Capacity: 12 groups per day
Participation fee: ¥500 per person

3. Making Photo Frames with Flyers
Time: 10:30 a.m. to 1:00 p.m.
Eligibility: Elementary school third grade students
or older who live, work or go to school in the city.
Capacity: 20 people per day

4. Handmade Musical Instrument Ensemble
Time: (1) October 19, from 2:30 p.m.; (2) October
20, from 10:00 a.m., and (3) October 20, from 1:00
p.m. 

Eligibility: Children five years old through
elementary school aged children who

live or go to school in the city.
Capacity: 20 people per session

To apply for classes 1 through 4,
write the name of the class, date of
desired participation, your name,

address, age, sex and telephone
number on a two-way postcard, and

send to the Environment Expo
Subsection, Environment Section no later

than September 25.

At the Expo site there will also be an exhibit of
high-function electric cars and products from com-
panies which are environmentally minded. Please
come and join the fun!

Application Procedures for
Suginami Municipal Elementary
School and Junior High School
If you are a foreign resident of Suginami City

and would like to enroll your child in a munici-
pal elementary school in the upcoming school
year starting from April, you must complete the
appropriate application procedures. 

You must also follow the appropriate applica-
tion procedures if your child is currently in a
municipal elementary school and expects to re-
enroll in a municipal junior high school after
graduation in March 2003.

Please bring documentation that certifies the
name, address and date of birth of your child to
the School Affairs Section when you apply
(City Office East Wing 6F).

Although the City Board of Education has
designated a school district for each municipal
school, as of FY2003, you may apply for a
school from among neighboring school districts
as well. The limit is 40 students for each school
(30 students each for Hamadayama Elementary
School and Takaido Junior High School). If the
number of applicants exceeds the limit, a public
lottery will be held on October 24 and 25.
Those who wish to apply should complete the
entrance application procedures and apply for
the school of their choice from September 13 to
October 15.
To apply/inquiries: School Affairs Section

National Health Insurance Premium
Statements Will Soon Be Sent

The National Health Insurance premium state-
ments for October through December will be
mailed on September 30.

The premium statements will include those for
lump-sum payments from October for the rest of
the fiscal year, as well as for monthly install-
ments from October through December.

Statements will not be sent to households that
pay their insurance premiums by automatic bank
account transfer or to those who have already
completed their payments.
Inquiries: Qualification Assessment Subsection,
National Health Insurance Section
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The Association for Culture and Exchange of
Suginami (ACES) organizes various fun events in
which foreign residents can participate and make
friends with Japanese and other foreign residents. 

Everyone is invited to participate.

Japanese Language Class
Foreign residents can deepen friendly ties and

become more familiar with Japanese culture such as
its customs and traditions, through friendly conver-
sation in Japanese with Japanese volunteers.
Date and time: Saturdays from October 5 through
November 30, from 2:00 to 4:00 p.m.
Location: Association for Culture and Exchange of
Suginami (ACES) Exchange Floor (Minami-
Asagaya Building 5F, 1-14-2 Asagayaminami)
Capacity: 40 people
Fee: ¥1,000

Home Visit
Experience Japanese culture and family lifestyles

by visiting Japanese families.
Date and time: November 10 (Sun.), from 2:00 p.m.

Location: The home of a Japanese family
Fee: Free

Introduction to Foreign Cultures Class —
Danish Christmas Dinner
Date and time: November 30 (Sat.), 10:00 a.m. to
2:00 p.m.
Location: Eifuku Izumi Chiiki Kumin Center (3-8-
18 Izumi)
Capacity: 24 people
Fee: ¥1,500

International Exchange Salon
The International Exchange Salon is located on

the International Exchange Floor (5F) of the ACES
office. Please stop by and enjoy free and open com-
munication with foreign and Japanese residents.
Hours: Mondays (except national holidays), 1:30 to
4:30 p.m.
Location: ACES Exchange Floor
Fee: Free
Other: Food and drinks are permitted at the

International Exchange Salon. Please note that
political, religious or for-profit activities are prohib-
ited. The Salon is also open one evening a month,
so please feel free to stop by. (Call for more infor-
mation about evening open hours.)

ACES Counseling Services for Foreign
Residents

ACES offers free counseling on difficulties
encountered in everyday life.
Date and time: Fridays, 1:00 to 4:00 p.m. (except
national holidays)
Place: ACES
Languages: Japanese, English, Chinese and Korean 
How to apply: Stop by in person, telephone, or by
letter (mail or fax)
Fee: Free

To apply or for more information on the above,
contact ACES, Minami-Asagaya Building 5F, 1-14-
2 Asagayaminami 166-0004.
Tel: 5378-8833
Fax: 5378-8844

Events Calendar (October to November)

Dates and time: October 19 (Sat.) and 20 (Sun.), 10:00 a.m. to 4:00 p.m.
Place: Takaido Chiiki Kumin Center (3-7-5 Takaidohigashi)
Inquiries: Environment Section
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平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

１０～１１月のイベント情報

�国際環境フォーラム

　カールスルーエ市（ドイツ）、アムステルフェー
ン市（オランダ）、二ツ井町（秋田県）、日野市（東
京都）を招き、各都市の環境施策の紹介やパネルデ
ィスカッションを行います。

�外国人による環境トーク（２０日）

　区内で暮らす様々な国の方たち
に、ごみの出し方など身近な環境
問題について語ってもらいます。

�フリーマーケット

　家庭で眠っている生活用品、衣
服などを販売します。
◆出店者募集

　【対象】区内在住・在勤・在学
で非営利の個人またはグループ
【参加費】１０００円【申込み】往復
ハガキに希望日（１９日または２０日）、代表者の氏名・
住所・年齢・性別・電話番号を書いて、９月２５日ま
でに環境課環境博覧会担当へ

�いろいろな教室

�アルミ缶で飛行機作り

　【時間】�午前１０時３０分～�午後１時３０分～【対

象】区内在住・在学で小学３年生以上の方【定員】
各回２０名
�親子エコ・クッキング教室

　【時間】午前１０時３０分～午後１時【対象】区内在
住・在学で小学生以上の親子【定員】各日１２組【参
加費】１人５００円
�広告のチラシでフォトフレーム作り

　【時間】午前１０時３０分～午後１時【対象】区内在
住・在勤・在学で小学３年生以上の方【定員】各日

２０名
�手作り楽器でアン

サンブル

　【日時】�１９日午後
２時３０分～ �２０日午
前１０時～ �午後１時
～【対象】区内在住・
在学で５歳～小学生
【定員】各日２０名　
　�～�の申し込み
は、往復ハガキに教室

名、希望日時、氏名・住所・年齢・性別・電話番号
を書いて、９月２５日までに環境課環境博覧会担当へ。

☆　
　会場では、高性能電気自動車や環境先進企業の製
品展示などを行います。どうぞご参加ください。

　杉並区文化・交流協会では、外国人の方が気軽に
参加でき、日本人と外国人が楽しく交流できるイベ
ントをたくさん企画しています。皆さんも、ぜひご
参加ください。
◇日本語交流会

　日本語の会話を通して日本の習慣や伝統などの
日本文化に接し、外国人参加者と日本人ボランティ
アとの交流を深めます。
　【日時】１０月５日～１１月３０日の毎週土曜日、午後
２時～４時【会場】杉並区文化･交流協会交流フロ
アー（杉並区阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビ
ル５階）【定員】４０名【参加費】１０００円
◇ホームビジット

　日本人の家庭を訪問し、日本の文化や家庭生活を
体験してみませんか
　【日時】１１月１０日�午後２時～【場所】区内の日

本人家庭【参加費】無料
◇国際交流料理講座・デンマークのクリスマス料理

　【日時】１１月３０日�午前１０時～午後２時【会場】
永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８）【定
員】２４名【参加費】１５００円
◇国際交流サロン

　日本人と外国人の皆さんが自由に楽しく交流で
きる場所として、協会事務所の５階を国際交流サロ
ンとして開放しています。
　【日時】毎週月曜日午後１時３０分～４時３０分（祝
日は除く）【場所】杉並区文化・交流協会交流フロ
アー（みなみ阿佐ケ谷ビル５階）【参加費】無料
【その他】国際交流サロンでの飲食はＯＫです。な
お、政治活動、宗教活動および営利を目的とした使
用は禁止となっていますのでご協力ください。ま
た、月に一回程度、夜間も開設していますので、ぜ

ひご利用ください（日時についてはお問合せくださ
い）。
◇外国人相談

　当協会では外国人の皆さんが日頃抱いている問
題や悩みにお応えするため、外国人相談窓口を開設
しています。
　【日時】毎週金曜日午後１時～４時（祝日は除
く）【場所】杉並区文化・交流協会交流係【使用言
語】日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語【相談方
法】来所・電話・文書（郵送・ファクス）【費用】
無料　
　申し込み・問い合わせは、杉並区文化・交流協会
交流係（阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル５
階�５３７８‐８８３３ＦＡＸ５３７８‐８８４４）

区立小・中学校への入学手続き

　区内在住の外国人の方で、１５年４月から区立
小学校へ入学を希望する場合には、入学の手続
きが必要です。
　また、現在区立小学校に在学し、１５年３月の
卒業後、引き続き区立中学校に進学を希望する
方も、改めて手続きが必要です。
　申請は、住所・氏名・生年月日が確認できる
ものを持参して学務課学事係（区役所東棟６階）
へ。
　入学する学校は、杉並区教育委員会が通学区
域を指定していますが、１５年度新入学する方に
限り、通学区域に隣接する学校を希望すること
ができます。　定員は、各校４０名（ただし、浜
田山小学校と高井戸中学校は３０名）です。それ
を超える希望があった場合は、１０月２４日から２５
日に公開抽選を行います。
　隣接校を希望する方は、９月１３日から１０月１５
日までに、入学申請と同時に希望申請書を提出
してください。
　申請・問い合わせは、学務課学事係へ。

国民健康保険料の納付書を 
お送りします

　１０月～１２月分の納付書を、９月３０日に発送し
ます。
　１０月分以降がすべて納付できる「一括納付書」
と各月ごとに納付できる「月別納付書」になっ
ています。
　なお、口座振替世帯と納付済み世帯には、こ
の納付書はお送りしません。
　問い合わせは、国民健康保険課資格賦課係へ。

みんなでつくる環境世紀
～もっときれいに みどりの街・杉並～

環境博覧会すぎなみ２００２
【日時】１０月１９日（土）・２０日（日）午前１０時～午後４時
【会場】高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）【問合せ】環境課


